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図１：現在の生活全体に対する満足度
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図２：現在の生活全体に対する満足度（時系列）

満足

不満

生活を支える、縁の下の力持ち 
～化学のチカラで想いを具体化～ 

昭和電工ユニオン 

もしも、化学産業がなかったら・・・ 

●内閣府の調査によると、現在、7割程度
の日本国民は、自分の生活に対して、一
定の満足感を得ており、その背景には、物
質的な豊かさも含まれています。
（参照：図１、図２）
●自動車、家電製品、日用雑貨、衣料、
医薬品、化粧品など、日常生活において
接する「モノ」の多くは、化学産業が供給す
る製品を基に作られています。 仮に、化学
産業が作り出した製品を日常生活から取り
除くとどうなるでしょう…？なんと、石器時代
のような生活になってしまうのです！ 
（参照：次のページ図３） 

ソリューション
＜解決策＞ 

プロバイダー
＜供給者＞ 

●普通自動車からハイブリッド車・電気自動車、ガラケーからスマートフォン、蛍光灯からLED・・・。現代の生活におい
て、身の回りにある製品は、消費者の想い（＝ニーズ）を満たすべく、様々な産業が連携し、創り上げられてきたもの
です。技術や知見の進歩により、消費者のニーズが次々と具体化されてきたことで、物質的な豊かさは、過去と比べ
ると上がってきています。それでもなお、「もっと健康に過ごしたい」「さらに美味しいものが食べたい」「毎日をより快適に
過ごしたい」というニーズは、ライフスタイルが刻々と変化する現代においても、尽きるものではありません。
●これらニーズに応える新たなモノを創り出すには、原料あるいは材料、またそれらを最終製品へと変えていくための 
様ざまな技術や知見が必要となります。化学産業は、一見、“これ何の役に立
つの？”というマニアックで膨大な知見・技術を駆使し、暮らしを豊かにする 
ソリューション・プロバイダーとしての役割を果たしています。

出典：内閣府 国民生活に関する世論調査より作成 
http://survey.gov-online.go.jp/h28/h28-life/index.html 



図３ 

出典 グラフでみる日本の化学工業2015；一般社団法人日本化学工業協会 
https://www.nikkakyo.org/sites/default/files/Graph_Jp2015.pdf 
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図４：現在の自動車・電化製品・家具などの耐久消費材に対する満足度

満足している まあ満足している どちらともいえない・わからない やや不満だ 不満だ

満足 75.3 不満 22.1

60.2 

57.3 

62.9 

52.7 

50.2 

53.7 

64.1 

65.0 

64.7 

8.5 

7.9 

9.0 

4.8 

6.4 

6.8 

6.4 

7.8 

13.6 

31.3 

34.8 

28.1 

42.5 

43.4 

39.5 

29.5 

27.2 

21.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総数（6,281人）

男性（3,007人）

女性（3,274人）

18～29歳（480人）

30～39歳（777人）

40～49歳（1,000
人）

50～59歳（963人）

60～69歳（1,462
人）

70歳以上（1,599
人）

図５：これからは心の豊かさか、まだ物の豊かさか

物質的にある程度豊かになったので、これからは心の豊かさやゆとりのある生活をすることに重きをおきたい

どちらともいえない・わからない

まだまだ物質的な面で生活を豊かにすることに重きをおきたい

 もしも、化学産業がなかったら・・・ 

●化学産業の各メーカーは、それぞれ自社の事業について、様ざまな知見や技術を持っています。化学産業全体を通して、
それぞれの会社の持っている知見や技術を合わせれば、膨大な量になります。またメーカーによって、得意分野が異なります
ので、知見や技術の範囲も、多岐にわたる大きな範囲をカバーしています。 
●昭和電工では『Shaping ideas化学の力で夢を具体化』というキャッチコピーを掲げていますが、各社の様々なキャッチコ
ピーに表れされている通り、実現不可能と思われてきた理想を、具体化してきたのが化学産業です。さらには、ゼロからモノを
創り出すことができる唯一の産業が、化学産業なのです！ 

私たちの物質的に
満たされた生活は
化学産業の発展と
ともに実現されてき

ました 

エチレングリコール 
重くて割れやすいガラス瓶は、軽くて丈夫なペットボトルへ 

重い防寒着は、軽くて暖かい衣料品へ 

出典：内閣府 国民生活に関する世論調査より作成  http://survey.gov-online.go.jp/h28/h28-life/index.html 

自動車や電化製品など、
今、皆さんの身の回り
にある製品に対する高
い満足度も、化学産業
の発展が土台になって

います 

ポリ塩化ビニル・可塑剤 
水道管の錆による赤茶けた水は、きれいな水へ 

保存性の悪い輸血バッグは、血液性状を守る血液バッグへ 
くしゃくしゃのラップは、ピタッと貼れるラップへ 

臭素系難燃剤 
燃えやすいカーテン・ソファ等は、燃えにくいカーテン・ソファへ 
発火するノートPCバッテリーは、発火しにくいバッテリーへ 

付加機能を持つ塗料 
シロアリに食べられにくい塗料（住宅） 
錆びにくい塗料（屋外の鉄塔、橋げた） 

フジツボの付きにくい塗料（タンカーの船底） 

電子機器用素材 
ボタンのみの携帯は、カラー画面のついたガラケー・スマホへ 
大きくて重いブラウン管テレビは、薄型の壁掛けテレビへ 

農薬・殺虫剤 
不安定な生育・収穫量は、安定的な高収穫へ 

マラリア等、昆虫媒介性の病気は、発生リスク減へ 

その間、化学産業では、 
こんなものを生み出してきました。 



 もしも、化学産業が存在しなかったら・・・ 

 化学会社には、原料を作る会社、中
間体を作る会社、また最終製品を作る
会社等が存在します。 
 さらに、各会社には、得意とする製品
分野があるため、化学産業は、非常に
幅の広い産業なのです。製品出荷額も
化学製品全体をあわせると、製造業全
体で、第2位となります。 
（参照：図７） 
 化学産業に属する会社事業所は、
日本国内47都道府県すべてに存在し
ています。化学産業はほんとうに幅広い
産業なのです！ 
（参照：図８） 
 当然、そこには雇用が生み出されます。
化学産業で働く人の数は、2013年の
調査では約34万人、製造業全体の
11.6％で第3位です。 
（参照：図９） 
 国内全体に、働ける場所を数多く生
み出すことができるのが、化学産業と言
えます。 

出典 グラフでみる日本の化学工業2015； 
一般社団法人日本化学工業協会 

https://www.nikkakyo.org/sites/ 
default/files/Graph_Jp2015.pdf 

 

図７ 図８ 

図９ 



まず、知ることから始めよう。 

そして、想いを周囲に伝えよう。 

化学産業って、何？何ができるの？ 

 世の中のニーズを、膨大な知見や技術を駆使して、具体化する。化学産業の最大の強み『ゼロベー
スから、モノを生み出す』は、ほぼ知られていない。 

ニーズ 

こんなものがあると、 
良いな 

任せとけ！ 
今、ここが希薄！ 

 身の回りにあるモノは、いずれも、元からそこにあった訳ではありません。その大半は、化学産業の強みが発揮
され、ニーズが具体化されたことによって、生み出されたモノです。 

 日頃感じているその想いは、化学産業に属する我々マニアックな専門家集団が、具体化できます。 
家族、友人、買い物をするお店の従業員等、周囲に話してみてください。 

問題は・・・ 

消費者が、本当に望んでいるモノって何？？ 
（顧客メーカーの望むものは分かるんだけど・・・） 

ニーズを具体化したごく一例 

出典 グラフでみる日本の化学工業2015；一般社団法人日本化学工業協会 https://www.nikkakyo.org/sites/default/files/Graph_Jp2015.pdf 
 

私たちの生活の基盤を作る化学産業。 
これからも維持・発展させていくには？ 
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